
平成３０年５月７日（月）
国土交通省関東地方整備局

横浜国道事務所

記者発表資料

横浜国道事務所では、首都圏中央連絡自動車道、厚木秦野道路等の整備や道路の管理を行っています。
平成３０年度は、約５８５億円（維持管理費を除く）で事業を推進します。
主な事業は、以下のとおりです。

《主な事業内容》

■国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（圏央道）〈Ｈ３０事業費：４８４．００億円〉

■国道３ ５ ７号 東京湾岸道路 （神奈川県区間 ） 〈 Ｈ ３ ０事業費 ： ６ ． ５ ０億円 〉

■交通安全事業〈Ｈ３０事業費：１４．１９億円〉

■ 電 線共同溝事業 〈 Ｈ ３ ０ 事 業費 ： ２ ３ ． ３ ０ 億 円 〉

・ 横 浜 湘 南 道 路

電線類の地中化及び路面復旧工事等を推進します。

自転車が 安全・安心に通行できる自転車通行空間の整備等を推進します。

よ こ は ま し ょ う な ん ど う ろ

国道１号 大磯～二宮自転車通行環境整備

しゅ と け ん ち ゅ う お う れ ん ら く じ ど う し ゃ ど う

と う き ょ う わ ん が ん ど う ろ

おおいそ

道路設計、用地買収及び立坑工事、トンネル工事、改良工事、橋梁工事等を推進します。

夏島地区は、調査設計及び改良工事を推進します。

■国道２４６号 厚木秦野道路〈Ｈ ３０事業費：３８ ． ７ ０億円〉
あ つ ぎ は だ の ど う ろ

厚木地区は、道路設計、用地調査、環境調査及び用地買収を、伊勢原地区は、道路設計、環

境調査、用地買収、埋蔵文化財調査及び改良工事を、伊勢原西～秦野中井は、道路設計及び

環境調査を推進します。
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けん お う ど う

・ 金沢～戸塚【高速横浜環状南線】
かなざわ と つ か

道路設計、用地買収、栄IC・JCT橋梁上下部工事、改良工事等を推進します。

道路設計、環境調査、移設補償、埋蔵文化財調査、橋梁上下部工及び改良工を推進します。

発表記者クラブ

竹芝記者クラブ／神奈川建設記者会／神奈川県政記者クラブ

横浜ラジオ・テレビ記者会／川崎記者クラブ

問い合わせ先

国土交通省 関東地方整備局 横浜国道事務所

〒221-0855 横浜市神奈川区三ツ沢西町１３－２

電話 ０４５－３１１－２９８１（代表）

副所長[改築] 小澤 知幸 （こさわ ともゆき） （内線２０４）

副所長[管理] 中原 浩慈 （なかはら こうじ） （内線２０５）

か な が わ け ん く か ん

に の み や

い せ は ら に し はだのなかい

こうそくよこはまかんじょうみなみせん

■国道２ ４ ６号 秦野 Ｉ Ｃ関連 〈 Ｈ ３ ０事業費 ： １ ２ ． ６ ２億円 〉
は だ の

あつぎ い せ は ら

なつしま

平成３０年度 横浜国道事務所の事業概要
～圏央道（高速横浜環状南線・横浜湘南道路）の整備を推進します～
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平成30年度 横浜国道事務所 事業費

（単位：百万円）

H30事業費

改築事業 54,744

国道468号 首都圏中央連絡自動車道(金沢～戸塚）【高速横浜環状南線】 15,589

国道468号 首都圏中央連絡自動車道(横浜湘南道路） 32,811

国道357号 東京湾岸道路（神奈川県区間） 650

国道246号 厚木秦野道路 3,560

国道246号 秦野ＩＣ関連 1,262

国道246号 厚木秦野道路（伊勢原西～秦野中井） 310

国道１号 新湘南バイパス 10

国道１6号 神奈川１６号環境対策 290

国道１号 神奈川湘南１号環境対策 55

国道246号 神奈川県西部246号環境対策 30

国道１号 川崎１号環境整備 151

国道１6号 横須賀地区トンネル改修 26

交通安全事業 国道１号 大磯～二宮自転車通行環境整備　他7箇所 1,419

電線共同溝事業 国道246号 溝の口（２）電線共同溝　他25箇所 2,330

合　計 58,493

※上記の他、維持管理費、調査費等がある。

事　業　名
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こ れ ま で の 状 況

横浜市金沢区釜利谷町～横浜市戸塚区汲沢町までの延長8.9km（一部事業は東日本高速道路
(株)が担当）について、道路設計、用地買収及び栄ＩＣ・ＪＣＴ橋梁下部工事、田谷地区地盤改良工
事等を推進しており、用地進捗率は約98％ ※ （平成30年3月末現在）となっています。
また、平成27年10月に土地収用法に基づく事業認定告示がされました。
※ 事業認定申請における事業地（起業地）を基にした取得率

国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道[金沢～戸塚]
（横浜市、鎌倉市）

平成30年度事業費：155.89億円

平成30年度の予定

概 要

ぐみざわちょうかまりやちょう

かなざわし ゅ と け ん ちゅうおう れ ん ら く じ ど う し ゃ ど う と つ か

圏央道[金沢～戸塚] 【高速横浜環状南線】は、横浜都心から概ね半径10～15kmの位置に計画
された横浜環状道路の一部であり、横浜市内の交通の利便性向上や交通渋滞の緩和、地域拠点
間の連絡強化、周辺地域の活性化に寄与することを目的とした道路です。

こうそくよこはまかんじょうみなみせん

道路設計、用地買収、栄IC・JCT橋梁上下部工事、栄地区ほか改良工事等を推進します。
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かまりや

《開通の見通し》 釜利谷ＪＣＴ ～ （仮称）戸塚ＩＣ間 「平成32年度※」 開通予定
※土地収用法に基づく手続きによる用地取得等が速やかに完了する場合

とつか

【栄IC・JCT付近状況（平成30年3月撮影）】



こ れ ま で の 状 況

国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道[横浜湘南道路]
（横浜市、鎌倉市、藤沢市）

平成30年度事業費：328.11億円

平成30年度の予定

概 要

圏央道[横浜湘南道路]は、既に開通している区間の新湘南バイパス等と一体となって自動車専
用道路のネットワークを形成し、広域的な交通の円滑化を図るとともに、地域交通の交通分担の適
正化、国道１号の交通混雑緩和等に寄与する道路です。

じょうなん

よ こ は ま し ょ う な ん ど う ろし ゅ と け ん ち ゅ う お う れ ん ら く じ ど う し ゃ ど う

- 5/17 -

道路設計、用地買収及び立坑工事、トンネル工事、藤沢地区改良工事、小雀高架橋橋梁工事等
を推進します。

たやちょう

《開通の見通し》 （仮称）栄ＩＣ・ＪＣＴ ～ 藤沢ＩＣ間 「平成32年度※」 開通予定
※ 土地収用法に基づく手続きによる用地取得等が速やかに完了する場合

横浜市栄区田谷町～神奈川県藤沢市城南一丁目までの延長7.5kmについて、道路設計、用地買
収及び藤沢立坑工事、横湘トンネル工事等を推進しており、用地進捗率は約99％ ※ （平成30年3
月末現在）となっています。
また、平成27年10月に土地収用法に基づく事業認定告示がされました。
※ 事業認定申請における事業地（起業地）を基にした取得率

ふじさわさかえ

【藤沢立坑工事状況（平成30年4月撮影）】 【戸塚区小雀高架橋工事状況（平成30年4月撮影）】

さかえ ふじさわ

注）未開通区間のIC・JCT名は仮称



概 要

国道246号厚木秦野道路は、国道246号のバイパスとして、東名高速道路、新東名高速道路、圏
央道と相互に連絡し、県央地域の広域的なネットワークを形成する道路です。

国道２４６号 厚木秦野道路
（厚木市、伊勢原市、秦野市）

平成30年度事業費（厚木地区、伊勢原地区）：35.60億円
平成30年度事業費（伊勢原西～秦野中井）： 3.10億円

こ れ ま で の 状 況

平成30年度の予定

厚木地区においては、これまで道路設計、環境調査及び用地買収、伊勢原地区においては、道
路設計、環境調査、用地買収、埋蔵文化財調査、橋梁下部工事及び改良工事、伊勢原西～秦野
中井においては、道路設計、環境調査、地質調査等を推進しています。

厚木地区は、道路設計、用地調査、環境調査及び用地買収を推進します。なお、厚木市内におい

ては用地国債制度を活用し、市による事業用地の先行取得を行います。伊勢原地区は、道路設計、

環境調査、用地買収、埋蔵文化財調査及び改良工事を、伊勢原西～秦野中井は、道路設計及び

環境調査を推進します。

あ つ ぎ は だ の ど う ろ
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いせはらにし はだのなかい

国道2 4 6号 厚木秦野道路 延長29 . 1 Km



平成30年度の予定

概 要

国道246号秦野ＩＣ関連は、新東名高速道路と国道246号を接続するインターアクセス道路整備事
業です。

こ れ ま で の 状 況

秦野市菖蒲～秦野市八沢の間の延長0.8kmについて、道路設計、環境調査、地質調査、用地買
収、埋蔵文化財調査、橋梁下部工事及び改良工事を推進しています。

道路設計、環境調査、移設補償、埋蔵文化財調査、橋梁上下部工及び改良工を推進します。

しょうぶ はっさわ

国道２４６号 秦野ＩＣ関連
（秦野市）

平成30年度事業費：12.62億円

は だ の か ん れ ん

事業中事業中
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国道357号東京湾岸道路（神奈川県区間）は、川崎市川崎区浮島町から横須賀市夏島町までの間

の延長35.1kmの区間であり、そのうち当事務所は横浜市鶴見区大黒ふ頭から横須賀市夏島までの

延長での延長22.3ｋmの整備を行っています。

概 要

国道357号東京湾岸道路は、東京湾に面する千葉・東京・神奈川の各都市を結ぶ延長約80ｋｍの幹
線道路であり、東京湾岸道路の一部として位置付けられています。
本道路の整備により、都市内の交通渋滞緩和、空港や湾岸地域の物流拠点とのアクセス向上など、
物流の効率化を図ります。

国道３５７号 東京湾岸道路（神奈川県区間）
（横浜市、横須賀市）

平成30年度事業費：6.50億円

こ れ ま で の 状 況

平成30年度の予定

うきしまちょう なつしまちょう

と う き ょ う わ ん が ん ど う ろ

【夏島地区付近（平成30年1月撮影）】 【本牧地区付近（平成28年3月撮影）】- 8/17 -

本牧地区が平成28年3月に開通し、これまでに横浜市鶴見区大黒ふ頭から横浜市金沢区八景島
までの延長20.0kmが暫定2～4車線で開通しています。

だいこくふとう はっけいじま

夏島地区において、調査設計及び改良工事を推進します。

だいこくふとう

なつしま

八景島

至東京

野島公園

追浜公園

日産自動車工場

夏島交差点



概 要

平成30年度の予定

国道16号神奈川16号環境対策は、神奈川県内の国道16号（延長73.4ｋｍ）における騒音環境の
改善を目的とした沿道環境整備事業です。
横浜国道事務所では、管内の国道16号の延長56.8ｋｍの整備を推進します。

環境対策検討及び環境対策工を推進します。

国道１６号 神奈川１６号環境対策
（横浜市）

平成30年度事業費：2.90億円

か な が わ ご う かんきょうたいさ く

至 八王子方面

至 横須賀方面

【対策の例】
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開通済

該当箇所

【現況写真（国道16号保土ヶ谷ＢＰ）】



概 要

こ れ ま で の 状 況

平成30年度の予定

国道１号川崎１号環境整備は、川崎市内の国道１号における歩行環境、自動車交通の円滑化、
大気・騒音環境の改善など、道路と沿道が一体となったゆとりある「みち」と「まち」づくりを進める
ことを目的とした沿道環境整備事業です。

川崎市幸区小向仲野町～川崎市幸区柳町の間の延長2.8kmについて、環境対策の検討を推進し
ています。

調査設計及び改良工を推進します。

こむかいなかのちょう やなぎちょう

国道1号 川崎１号環境整備
（川崎市）

平成30年度事業費：1.51億円

かわさき か ん き ょ う せ い びご う
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【歩道整備前の状況】
（川崎市幸区小向仲野町下り線）

至 横浜

至 東京

至 東京

至 横浜

【歩道整備後の状況】
（川崎市幸区小向仲野町下り線）

川崎市幸区小向仲野町

川崎市幸区柳町
かわさき さいわい やなぎちょう

かわさき さいわい こむかいなかのちょう



平成30年度の予定

概 要

国道16号横須賀地区トンネル改修は、横須賀市内の国道16号における、老朽化が著しいトンネ
ルのうち抜本的な対策の必要性が高いものを対象に、改修整備を行い交通の安全性の確保や円
滑化を図るものです。

こ れ ま で の 状 況

横須賀市吉倉町1丁目～横須賀市追浜町1丁目までの間に存在する、新浦郷、新船越、新田浦、

新吉浦トンネルの4カ所のトンネルにおいて、調査設計を推進しています。

トンネル詳細設計を推進します。

よ こ す か ち く かいしゅう

よしくらちょう おっぱまちょう
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しんうらごう しんふなこし しんたうら

しんよしうら

国道１６号 横須賀地区トンネル改修
（横須賀市）

平成30年度事業費：0.26億円

H30 トンネル詳細設計



国道１号 大磯～二宮自転車通行環境整備事業

平成30年度事業費：1.62億円

平成30年度の予定

調査設計及び工事を推進する予定です。

概 要

本事業は、西湘バイパス沿いの既設自転車道（自転車歩行者道）を延伸し、自転車が安全・安心
に通行できる自転車通行空間の確保を行うものです。

お お い そ に の み や じ て ん し ゃ つ う こ う か ん き ょ う せ い び じ ぎ ょ う
交通安全対策事業

■国道１号現道部の状況

■現況断面図

（神奈川県）
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■位置図

■平面図

至 箱根

■国道１号現道部 現況断面図

西湘バイパス 西湘バイパス

自転車
（自転車歩行者道）

至 横浜

事業箇所

■計画断面図

西湘バイパス

単位：ｍ

単位：ｍ単位：ｍ



概 要

電線共同溝の整備により無電柱化を図り、安全で快適な歩行空間の確保、都市景観や防災性の
向上等を図ることを目的として整備を推進します。

平成30年度の予定

今年度も引き続き、本体工事、路面復旧工事等を推進します。
【主な事業箇所】

・電線共同溝整備の事例 （国道16号 保土ヶ谷電線共同溝）

【整備前】

【整備後】

電 線 共 同 溝 事 業
平成30年度事業費：23.30億円

こ わ だ

国道 1号 小和田電線共同溝

国道 16号 金沢（2）電線共同溝

国道 246号 溝の口（2）電線共同溝 他23箇所
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平成15年3月撮影

平成23年9月撮影



概 要

横浜国道事務所では国道1号、15号、16号、246号、357号、409号の6路線、延長約263kmを
管理しており、道路を安全で安心に利用していただくため、巡回、清掃、路面補修などを実
施しています。

また、高度経済成長期に集中して建設された道路ストックなどを中心に長寿命化等予防保
全対策を実施します。

巡 回
（落下物回収）

清 掃
（路面清掃・排水施設清掃等）

路 面 補 修

台風、集中豪雨、異常時巡回の推進や緊急処理を推進し、交通の確保を行います。

降雪時、凍結防止剤の散布や除雪作業を行います。

除雪作業
（国道１号箱根新道）

台風後の路面清掃
（国道１号西湘バイパス）

維持管理
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維持管理に係る取組

横浜国道事務所では、沿道住民の方々、地元自治体、地元小学校、地元企業と協同して、
維持管理に係る様々な取組を試行的に実施しています。

１）除草・剪定の実施時期のお知らせの試行

除草・剪定の予定時期に関する問い合わせが多い地域を
対象に、地域住民や道路利用者に対して、除草の予定時期
を看板に記載し、お知らせしています。

国道1号 歩道部 （横浜市戸塚区）

２）道路美化活動に係る啓発活動

維持管理
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取り組み活動の様子

取り組み活動の様子

※この他、国道357号東扇島地区でもクリーン大作戦を実施しました。

【国道246号厚木市金田地先における
清掃活動及び、環境美化に対する

啓発活動の例】

地元小学校の児童及びPTA、地元自治会、
及び厚木市と協同して実施しています。

【国道15号元木歩道橋における
環境美化に対する啓発活動の例】

地元小学校の児童及び川崎市と協同して
実施しています。

※平成29年12月8日実施

※平成29年10月21日実施



重要な道路ネットワークの安全性・信頼性を確保するため、橋梁等を定期的に点検して、
劣化や損傷が生じた箇所を補修し、長寿命化を図ると共に、第三者被害に対するさらなる安
全性の確保のための橋梁補修を実施します。

主な事業

維持管理
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橋梁点検状況（遠景） 橋梁点検状況（近景）

【国道２４６号 橋梁点検車における橋梁点検事例】

橋梁補修 施工前 橋梁補修 施工後

【国道１６号保土ヶ谷バイパス 本村高架橋における橋梁補修事例】

平成29年8月撮影
老朽化による橋脚の
コンクリート欠損 平成29年9月撮影 断面修復工

平成29年9月撮影 平成29年9月撮影



概 要

平成２６年１１月２１日に施行された災害対策基本法改定に伴い、災害時において、大量
の立ち往生車両や放置車両発生により緊急車両の通行の妨げとなる車両の移動が道路管理者
自ら実施できることとなりました。

横浜国道においては、防災力の強化を図るため、大雪時、地震時などの災害を想定した建
設機械等による車両移動の実働訓練を実施しています。

災害を想定した実働訓練の実施
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平成２９年度 災害時を想定した車両移動の実働訓練状況

ジャッキによる車両移動状況 軽量段差修正材による橋梁段差解消状況

災害時の道路啓開

道路啓開前 道路啓開後

道路啓開イメージ


